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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
   第１の方向に駆動される潜像担持体と、
   振動する偏向ミラーにより光ビームを反射し前記潜像担持体に前記第１の方向に対し
てほぼ直交する第２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、
   前記潜像担持体に前記第２の方向の一方にのみ走査する片側走査モードと該一方およ
び該一方と逆の他方の両方向に走査する両側走査モードとを選択的に切り換える走査モー
ド制御手段とを備えた画像形成装置において、万線スクリーンにより階調再現を行なう画
像形成装置の制御方法であって、
 　前記万線スクリーンの各線と前記第１の方向とのなす角度が両側走査モード時は片側
走査モード時と比較して小さいことを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項２】
 　前記万線スクリーンの各線と前記第１の方向とのなす角度が両側走査モード時は略０
度である請求項１に記載の画像形成装置の制御方法。
【請求項３】
   前記第１の方向は副走査方向であり、前記第２の方向は主走査方向である請求項１に
記載の画像形成装置の制御方法。
【請求項４】
   第１の方向に駆動される潜像担持体と、
   振動する偏向ミラーにより光ビームを反射し前記潜像担持体に前記第１の方向に対し
てほぼ直交する第２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、
   前記潜像担持体に前記第２の方向の一方にのみ走査する片側走査モードと該一方およ
び該一方と逆の他方の両方向に走査する両側走査モードとを選択的に切り換える走査モー
ド制御手段とを備えた画像形成装置において、階調の増加にともなって第１配列方向およ
び第２配列方向に離散的に並ぶ網点を成長させる網点スクリーンにより階調再現を行う画
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像形成装置の制御方法であって、
 　前記第１配列方向および前記第２配列方向のうち前記第１の方向とのなす角度が大き
い配列方向と前記第１の方向とのなす角度が、両側走査モード時は片側走査モード時と比
較して小さいことを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項５】
   第１の方向に駆動される潜像担持体と、
   振動する偏向ミラーにより光ビームを反射し前記潜像担持体に前記第１の方向に対し
てほぼ直交する第２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、
   前記潜像担持体に前記第２の方向の一方にのみ走査する片側走査モードと該一方およ
び該一方と逆の他方の両方向に走査する両側走査モードとを選択的に切り換える走査モー
ド制御手段とを備え、万線スクリーンにより階調再現を行なう画像形成装置であって、
 　前記万線スクリーンの各線と前記第１の方向とのなす角度が両側走査モード時は片側
走査モード時と比較して小さいことを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
   第１の方向に駆動される潜像担持体と、
   振動する偏向ミラーにより光ビームを反射し前記潜像担持体に前記第１の方向に対し
てほぼ直交する第２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、
   前記潜像担持体に前記第２の方向の一方にのみ走査する片側走査モードと該一方およ
び該一方と逆の他方の両方向に走査する両側走査モードとを選択的に切り換える走査モー
ド制御手段とを備え、階調の増加にともなって第１配列方向および第２配列方向に離散的
に並ぶ網点を成長させる網点スクリーンにより階調再現を行う画像形成装置であって、
 　前記第１配列方向および前記第２配列方向のうち前記第１の方向とのなす角度が大き
い配列方向と前記第１の方向とのなす角度が、両側走査モード時は片側走査モード時と比
較して小さいことを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明にかかる画像形成装置の制御方法は、第１の方向に駆動される潜像担持体と、
振動する偏向ミラーにより光ビームを反射し潜像担持体に第１の方向に対してほぼ直交す
る第２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体に第２の方向の一方
にのみ走査する片側走査モードと該一方および該一方と逆の他方の両方向に走査する両側
走査モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備えた画像形成装置において
、万線スクリーンにより階調再現を行なう画像形成装置の制御方法であって、上記目的を
達成するために、万線スクリーンの各線と第１の方向とのなす角度が両側走査モード時は
片側走査モード時と比較して小さいことを特徴としている。
　なお、このとき、第１の方向は副走査方向であり、第２の方向は主走査方向であるよう
に構成しても良い。
　また、この発明の別態様にかかる画像形成装置の制御方法は、その表面が副走査方向に
駆動される潜像担持体と、光源から照射される光ビームを振動する偏向ミラーにより反射
してスポットを潜像担持体表面に副走査方向に対してほぼ直交する主走査方向に走査して
潜像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体表面にスポットを主走査方向の第１方向にの
み走査する片側走査モードと該第１方向および該第１方向と逆の第２方向の両方向に走査
する両側走査モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備えた画像形成装置
において、万線スクリーンにより階調再現を行なう画像形成装置の制御方法であって、上
記目的を達成するために、万線スクリーンの各線と副走査方向とのなす角度が両側走査モ
ード時は片側走査モード時と比較して小さいことを特徴としている。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、この発明にかかる画像形成装置は、第１の方向に駆動される潜像担持体と、振動
する偏向ミラーにより光ビームを反射し潜像担持体に第１の方向に対してほぼ直交する第
２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体に第２の方向の一方にの
み走査する片側走査モードと該一方および該一方と逆の他方の両方向に走査する両側走査
モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備え、万線スクリーンにより階調
再現を行なう画像形成装置あって、上記目的を達成するために、万線スクリーンの各線と
第１の方向とのなす角度が両側走査モード時は片側走査モード時と比較して小さいことを
特徴としている。
　なお、このとき、第１の方向は副走査方向であり、第２の方向は主走査方向であるよう
に構成しても良い。
　また、この発明の別態様にかかる画像形成装置は、その表面が副走査方向に駆動される
潜像担持体と、光源から照射される光ビームを振動する偏向ミラーにより反射してスポッ
トを潜像担持体表面に副走査方向に対してほぼ直交する主走査方向に走査して潜像を形成
する潜像形成手段と、潜像担持体表面にスポットを主走査方向の第１方向にのみ走査する
片側走査モードと該第１方向および該第１方向と逆の第２方向の両方向に走査する両側走
査モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備え、万線スクリーンにより階
調再現を行なう画像形成装置であって、上記目的を達成するために、万線スクリーンの各
線と副走査方向とのなす角度が両側走査モード時は片側走査モード時と比較して小さいこ
とを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　このように構成された発明（画像形成装置の制御方法および画像形成装置）では、スポ
ットを主走査方向（第２の方向）の第１方向（一方）にのみ走査する片側走査モードと、
該第１方向（一方）および該第１方向と逆の第２方向（他方）の両方向に走査する両側走
査モードとを選択的に切り換えることが可能に構成されている。そして、例えば図７に示
すように潜像担持体上にライン潜像を形成する場合、主走査方向（第２の方向）の第１方
向（一方）に走査されるスポットによりライン潜像ＬＩ(+X)が形成される一方、第１方向
（一方）と逆の第２方向（他方）に走査されるスポットによりライン潜像ＬＩ(-X)が形成
される。したがって、潜像形成に用いるスポットを第１方向（一方）および第２方向（他
方）に走査させる両側走査モードでは、ライン潜像ＬＩ(+X)、ＬＩ(-X)が副走査方向（第
１方向）に交互に形成される。これに対し、スポットを第１方向（一方）または第２方向
（他方）のいずれかの方向にのみ走査させる片側走査モードでは、ライン潜像ＬＩ(+X)、
ＬＩ(-X)の一方のみが副走査方向（第１の方向）に形成されることとなる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、このように構成された発明では、潜像担持体表面上にスポットを主走査方向（第
２の方向）に往復走査するとともに、潜像担持体表面上を主走査方向（第２の方向）に対
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してほぼ直交する副走査方向（第１の方向）に駆動している。よって、両側走査モード時
における、潜像担持体上でのスポットの走査軌跡は、図１０の一点鎖線で示すようになる
ため、副走査方向（第１の方向）での走査ピッチは一定とならない。そして、このような
副走査方向（第１の方向）での走査ピッチの不均一性は、走査軌跡の主走査方向（第２の
方向）における端部付近で特に顕著となる。一方、本発明では、所定方向に伸びる線の線
幅を階調に応じて変化させる万線スクリーンにより階調再現を実現している。したがって
、図１１に示すように、両側走査モードにより階調再現を実現するため所定方向に伸びる
ライン潜像を形成した場合、副走査方向（第１の方向）の走査ピッチの不均一性に対応し
て、ライン潜像の線幅が細い部分と太い部分とが周期的に生じ、不必要な模様が発生する
こととなる。なお、図１１において実線は走査線を、円は感光体表面上に形成されるスポ
ットを表している。そして、このような模様は良好な階調再現の実現を妨げ画像弊害を引
き起こすこととなる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　しかしながら、本発明では、万線スクリーンの各線と副走査方向（第１の方向）とのな
す角度が両側走査モード時は片側走査モード時と比較して小さくなるように構成している
。なお、各線と副走査方向（第１の方向）とがなす角度とは、各線と副走査方向（第１の
方向）とが交差して形成される角度のうち最小の角度とする。そして、このように構成す
ることで、両側走査モード時において、副走査方向（第１の方向）の走査ピッチの不均一
性に対応してライン潜像の細い部分と太い部分とが周期的に現れることを抑えることが可
能となる。この理由について図１２を用いて説明する。なお、図１２において１点鎖線は
走査線を、四角は走査ピッチの狭いところまたは広いところに形成された潜像を、実直線
は万線スクリーンの各線が伸びる方向を表している。図１２において（ａ）～（ｄ）にい
くにつれて万線スクリーンと副走査方向（第１の方向）とのなす角度を小さくしている。
最も角度の大きい図１２（ａ）においては、走査ピッチの狭い部分の線幅ＤＴと走査ピッ
チの広い部分の線幅ＤＦとは顕著に異なる。しかしながら、図１２（ｃ）や（ｄ）のよう
に万線スクリーンの各線と副走査方向（第１の方向）とのなす角度を小さくするにつれて
、走査ピッチの狭い部分の線幅ＤＴと走査ピッチの広い部分の線幅ＤＦとの差が減少して
いるのが分かる。特に、図１２（ｄ）においては線幅ＤＦと線幅ＤＴは略同一となるのが
分かる。このように、走査ピッチの狭い部分の線幅ＤＴと走査ピッチの広い部分の線幅Ｄ
Ｆとの差は、万線スクリーンの各線と副走査方向（第１の方向）とのなす角度を小さくす
ることにより抑えることができる。よって、万線スクリーンの各線と副走査方向（第１の
方向）とのなす角度が両側走査モード時は片側走査モード時と比較して小さくなるように
構成している本発明では、両側走査モード時に副走査方向の走査ピッチの不均一性に対応
してライン潜像の細い部分と太い部分とが周期的に現れることを抑えることが可能となる
。よって、両側走査モード時においても良好な階調再現を実現することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、万線スクリーンの各線と第１の方向（副走査方向）とのなす角度が両側走査モー
ド時は略０度となるように構成しても良い。この場合、図１２（ｄ）に示すように、副走
査方向（第１の方向）の走査ピッチの不均一性に対応してライン潜像の幅が主走査方向（
第２の方向）に周期的に変動することを完全に抑えることが可能となる。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、この発明にかかる画像形成装置の制御方法は、第１の方向に駆動される潜像担持
体と、振動する偏向ミラーにより光ビームを反射し潜像担持体に第１の方向に対してほぼ
直交する第２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体に第２の方向
の一方にのみ走査する片側走査モードと該一方および該一方と逆の他方の両方向に走査す
る両側走査モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備えた画像形成装置に
おいて、階調の増加にともなって第１配列方向および第２配列方向に離散的に並ぶ網点を
成長させる網点スクリーンにより階調再現を行う画像形成装置の制御方法であって、上記
目的を達成するために、第１配列方向および第２配列方向のうち第１の方向とのなす角度
が大きい配列方向と前記第１の方向とのなす角度が、両側走査モード時は片側走査モード
時と比較して小さいことを特徴としている。
　なお、このとき、第１の方向は副走査方向であり、第２の方向は主走査方向であるよう
に構成しても良い。
　また、本発明の別態様にかかる画像形成装置の制御方法は、その表面が副走査方向に駆
動される潜像担持体と、光源から照射される光ビームを振動する偏向ミラーにより反射し
てスポットを潜像担持体表面に副走査方向に対してほぼ直交する主走査方向に走査して潜
像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体表面にスポットを主走査方向の第１方向にのみ
走査する片側走査モードと該第１方向および該第１方向と逆の第２方向の両方向に走査す
る両側走査モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備えた画像形成装置に
おいて、階調の増加にともなって第１配列方向および第２配列方向に離散的に並ぶ網点を
成長させる網点スクリーンにより階調再現を行う画像形成装置の制御方法であって、上記
目的を達成するために、第１配列方向および第２配列方向のうち副走査方向とのなす角度
が大きい配列方向と副走査方向とのなす角度が、両側走査モード時は片側走査モード時と
比較して小さいことを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、この発明にかかる画像形成装置は、第１の方向に駆動される潜像担持体と、振動
する偏向ミラーにより光ビームを反射し潜像担持体に第１の方向に対してほぼ直交する第
２の方向に走査して潜像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体に第２の方向の一方にの
み走査する片側走査モードと該一方および該一方と逆の他方の両方向に走査する両側走査
モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備え、階調の増加にともなって第
１配列方向および第２配列方向に離散的に並ぶ網点を成長させる網点スクリーンにより階
調再現を行う画像形成装置であって、上記目的を達成するために、第１配列方向および第
２配列方向のうち第１の方向とのなす角度が大きい配列方向と第１の方向とのなす角度が
、両側走査モード時は片側走査モード時と比較して小さいことを特徴としている。
　なお、このとき、第１の方向は副走査方向であり、第２の方向は主走査方向であるよう
に構成しても良い。
　また、本発明の別態様にかかる画像形成装置は、その表面が副走査方向に駆動される潜
像担持体と、光源から照射される光ビームを振動する偏向ミラーにより反射してスポット
を潜像担持体表面に副走査方向に対してほぼ直交する主走査方向に走査して潜像を形成す
る潜像形成手段と、潜像担持体表面にスポットを主走査方向の第１方向にのみ走査する片
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側走査モードと該第１方向および該第１方向と逆の第２方向の両方向に走査する両側走査
モードとを選択的に切り換える走査モード制御手段とを備え、階調の増加にともなって第
１配列方向および第２配列方向に離散的に並ぶ網点を成長させる網点スクリーンにより階
調再現を行う画像形成装置であって、上記目的を達成するために、第１配列方向および第
２配列方向のうち副走査方向とのなす角度が大きい配列方向と副走査方向とのなす角度が
、両側走査モード時は片側走査モード時と比較して小さいことを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　このように構成された発明（画像形成装置の制御方法および画像形成装置）では、階調
の増加にともなって第１配列方向および第２配列方向に離散的に並ぶ網点を成長させる網
点スクリーンにより階調再現を行う。つまり、本発明では、上述した万線スクリーンのよ
うな所定方向に伸びるライン潜像の幅を変化させることで階調を実現するのではなく、２
方向に離散的に配列された網点の大きさを変化させることで階調を実現している。このよ
うに、万線スクリーンと網点スクリーンでは、連続線と離散的に配列された点の集合とい
う違いがある。しかしながら、網点スクリーンにおいても、万線スクリーンの場合と同様
に、両側走査モード時に副走査方向の走査ピッチの不均一性に対応して、網点の配列方向
に周期的な模様が生じるという画像弊害が起きる場合がある。そして、このような画像弊
害は副走査方向（第１の方向）とのなす角度が大きい配列方向において顕著となる。しか
しながら、本発明では、第１配列方向および第２配列方向のうち副走査方向（第１の方向
）とのなす角度が大きい成長方向と副走査方向（第１の方向）とのなす角度が、両側走査
モード時は片側走査モード時と比較して小さくなるように構成している。これにより、両
側走査モード時において、副走査方向（第１の方向）の走査ピッチの不均一性に対応して
網点の配列方向に周期的な模様が生じるという画像弊害を防止することができる。よって
、両側走査モード時においても、良好な階調再現を実現することが可能となる。
 


	header
	written-amendment

